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１ 仕様  
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２ 概要  
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３ 台所リモコン  
 

 

 
表１ 設定項目表（台所リモコン） 

 

 

 

 

 

設定項目 選択範囲 初期値

①沸き増し設定 入／切 切 

②最低貯湯量（自動沸き増し）設定 ５０Ｌ／１００Ｌ／１５０Ｌ／２００Ｌ ５０Ｌ

③沸き上げ設定 省エネ／おまかせ／多め／満タン 省エネ

④給湯温度設定 
－－℃（水）／３５℃～５０℃（１℃刻み） 

／６０℃ 
４５℃

⑤ピークカット設定 １３：００～１６：００／切 切 

⑥深夜のみ設定 通常／深夜のみ 通常 

⑦タイマ－設定 ０分～９９分（１分刻み）／切 切 

⑧休止日数 １～１４日（１日刻み）／－－日（連続） ０ 

⑨おしえてナビ 
１週間の使用湯量／貯湯温度／沸き上げ診断／

サービス店ＴＥＬ／最低貯湯量設定 
─ 

●台所リモコンは防水タイプではありません。水をかけないでください。故障の原因になります。 

 

＜リモコン寸法＞縦１２３ｍｍ×横１４０ｍｍ×奥行き２２ｍｍ＞ 
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●残湯量表示 

 
 

 

 

 

 

●残湯表示は、48℃以上のお湯の量を段階的に示しています。 
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４ 外形図  

(ア) 貯湯ユニット  

 

システム品番 YU37NJH-SE01 YU46NJH-SE02

貯湯ユニット品番 YTS37NB15 YTS46NB15 

寸法(mm) A 1,860 2,200 

 

●アース端子は下側（※１）の箇所にも 

接続可能です。 
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(イ) ヒートポンプユニット  
 

 
 

システム品番 YU37NJH-SE01 YU46NJH-SE02 

ヒートポンプユニット品番 YHD45N13 YHD60N13 
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５ 電気回路図  
(ア) 貯湯ユニット  
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(イ) ヒートポンプユニット  
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６ 内蔵配管部品 仕様一覧  

部 品 名 項 目 仕   様 

減 圧 弁 

設 定 圧 力 
１７０ｋＰａ±７ｋＰａ 

（１次側圧力３５０ｋＰａ時） 

一 次 側 圧 力 最高７５０ｋＰａ 

流 体 水道水 

流 体 温 度 ６０℃以下（ただし，凍結のないこと） 

雰 囲 気 温 度 －２０℃～６０℃ 

逃 し 弁 

吹 始 め 圧 力 １９０ｋＰａ±７ｋＰａ 

吹 止 ま り 圧 力 １８０ｋＰａ以上 

吸 機 構 の開 圧 力 ０～－１２ｋＰａ 

流 体 水道水 

流 体 温 度 １１０℃以下（ただし，凍結のないこと） 

雰 囲 気 温 度 －２０℃～６０℃ 

缶 体 保 護 弁 
吹 出 し 圧 力 ３５０ｋPa以下，５ｃｃ/ｍｉｎ以上 

吹 止 ま り 圧 力 ２００ｋＰａ以上，０ｃｃ/ｍｉｎ 
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７ 別売部品  
(ア) 必要な部品  

№ 部  品  名 個数 商品ＣＤ 

１ リモコン線 ２芯 
２０ｍ 

１ｓｔ 
ＴＧ０８２５ 

５０m ＴＧ０８２６ 

 

(イ) 条件により準備する部品  

№ 部  品  名 個数 商品ＣＤ 

１ 化粧カバー（３７０Ｌ・４６０Lスリム用） １式 ＴG０９６３ 

２ ヒートポンプ据付用樹脂ベース ２ ＴＦ０６７２ 

３ 角形用上部固定補助金具 １ ＴＧ０９６６ 

 

(ウ) 現地調達部品（市販品）  

№ 部  品  名 個数 

１ アンカーボルト Ｍ１２×長さ１００ｍｍ 3 

２ アース棒 １ 

３ 温水器専用止水栓 １ 

 

 

８ 施工について  
大規模地震による給湯設備の転倒・移動の被害を防止するため「建築設備の構造体力上安全を

定める件(平成12年建設省告示第1388号)」が国土交通省告示第1447号(平成24年12月12日)にて改

正されました。 

この改正により，満水時の質量が15kgを超えるすべての給湯設備について，転倒防止等の措置の

基準が明確化されました。 
必ず「工事説明書」に従って給湯機を施工してください。 

 


